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長野市における勢定枝・まきストーブ活用推進事業の展開と課題  

一農家と市民の持続的な関係に向けて－  

橋本暁子  

キーワード：長野軋 持続可能性．循環型社会，薪ストーブ，勢定枝  

その解決に血石を投じ得ると考える．また農家と  

市民とのつながを），持続的な関係を考慮する際の  

一一助となることを期待するものである．   

ところで本稿で取り上げる薪はかつて利用され  

たそれとは異なり，以下の2点に留意する必要が  

ある．1点月は，戟後直後まで新の生産・販売は  

生業あるいは副業とLて行われたが，本稿で按う  

新は果樹の生産に付随して排出される暫定枝や伐  

木である．さらに辰野市は事業において金品のや  

りとりを禁1卜している．このため．薪そのものに  

経済的価値はない．2点目は．薪ストーブは現代  

において生活必需品ではなく，その所有者に限り  

がある点である．   

対象とする長野市は．2005年1月の市町村合併  

により旧豊野町，旧戸隠札 旧鬼無里村．旧大岡  

柑を市域に加えた（第3図参照）．本稿では2005  

年1月以降の長野市を研究対象とする．旧市町村  

はそれぞれ独自の特徴をもつ．特に千曲川と犀川  

を中心に発展した旧長野市および旧豊野町と，そ  

れら河川の上流に位置し林野資源が豊富な旧戸隠  

札 旧鬼無里村および旧大岡柑とは，文化生業，  

発展過程などの．キで異なる．  

Ⅰ はじめに  

本稿は，長野l行が2005年より実施している「斬  

定枝・まきストープ清川推進事革」を取り1∴げ．  

地域における寧葦の憩戴を考察する．事葦は，弊  

定枝の処夕削二苔威している栄樹農家と，新を必要  

とする新ストープ利用者の仲介を長野市が行うも  

のである．   

薪は例えば京都では戦後麿後まで家庭用燃料と  

して川いられたが，ガスの普及により需要が低卜  

し、薪の生産地いわゆる里抽は林業のための針灘  

樹林へと変化Lた（橋本，2007）．林常の嚢遇に  

より，近年では林野と生活との結びつきは希薄化  

している．かつて恩用林や薪炭林として利用され  

た里け1の消失は全国的な課題であり（武内他編，  

2001）軌lIを保全するためには．人が利用し続け  

ることが必要との指摘がある1～．他九 環境問題  

への関心の高まりから，1990年代以阻 持続可  

能（サステイナブル）な社会2ノを志向する動きが  

活発化してきた．星山を含む中山間地域は，都市  

部を含めた循環型社会こ；′の構築に不可欠とされる  

（総fテ研究閉路機構他端．2Ⅲ）0）．   

以上を鑑みたとき長野市による事業は．果樹産  

地としての特性を生かしつつ，新ストーブ利用者  

（市民）の需要にも応え得る持続可能な取り組み  

といえる4J ．本稿でこの事業を取り上げることは，  

全国的な里山の再生に蔽結するものではないが，  

Ⅰ 事業の背景  

Ⅱ－1長野市における果樹栽培の展開  

『長野県果樹発達史』（1979）によれば，長野県  
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でほ1874年（明治7）に政府の殖産興礫の一環と  

してリンゴが勧農された．しかし産着はせず，本  

格的にリンゴ栽培が行われるようになったのは明  

治末期から大正期である．昭和期以降，農相不況  

により桑畑からリンゴ畑に転換する農家が増え，  

1940年代にリンゴ栽培がほぼ定着した．1960年代  

になると，リンゴの品種改良や病虫害被害などの  

対策に迫られ，リスクを分散させるためにモモや  

巨峰ブドウを取り入れた多角経営を行う農家が増  

力‖した．   

第1図には果樹の多角経常が始まったとされる  

1960年から2005年までの，庄野市における主賓果  

樹の栽培面穂と農家数の推移を示した．澱も栽培  

面積の減少が著しい品種はリンゴで，1965年を  

墳に2005年（1，303ha）には1965年 は119ha）の   

半数以下となった．特に旧長野市では，2．693ha  

（1965年）から1，001ha（2005年）まで減少した．  

旧豊野町では401ha（1965年）から301ha（2005年）  

まで減少したものの，1965年の75％を保っている．  

栽培面積の減少に伴いリンゴ栽培農家も減少し，  

2005年には1965年（16，547戸）の22％（3β15）り  

となった5）．   

モモの栽培面稽は1960年以降増力【1したが．1980  

年を境にやや減少傾向にある．旧戸隠柑では1965  

年に98戸（15ha）のモモの栽培があったが，2005  

年には3戸（1ha未満）のみとなった．旧二艶野  

町におけるモモの栽培藤根はピーク時でも14ha  

（1980年）であり，リンゴと比較して定着しなかっ  

たことが分かる．－一一方，ブドウは196（）年から旧長  

野汗‖ニおいてわずかながら栽培され，197（）年から  

1975年にかけて増加Lた．ブドウの栽培面櫓・農  

家数ともに1995年以降やや減少傾向にあるもの  
戸  

18，000  

の．リンゴのような著しい減少は見られない．［1  

1即氾0  本ナシは他の果樹と比較して栽培面積・農家数と  

もに少ないものの2000年以降両者ともに増加して  

14．000  いる．2005年現在，［三才本ナシの栽培面積は旧長野  

市（13ha）より旧豊野町（18ha）に多く分布し  

12，000  ている．   

以上のような果樹栽培面欄および農家数の変化  

は，長野市の人口および世帯数の変化とも問わる．  

第1衷は第1閣と同年の人口および世帯数の推移  

を示した．旧長野市では特に1960年から1995年に  

6．000  かけて．旧塵野町では1960年から2005年にかけて  

積やかな人口の増加を示す一方で，旧戸隠柑・旧  

4，000  鬼無里柑・旧大岡柑では減少を示している．世帯  

数は旧長野市と旧豊野町で増加しているが．旧J＝i  
2・000   

隠村・旧鬼無里村■旧大岡柑ではほぼ変化がない．  

すなわち，旧戸隠柑・旧鬼無里村・旧人岡村では  

1世帯あたりの人員が減少した．旧長野市および  

旧豊野町においても人［二1の増加があるものの鰹節  

数の増加割合が高く，長野市全体の1世帯当たり  

平均人員は4．6人から2．7人まで減少した．   

以上により，旧長野市および旧豊野町では．農  

地から宅地へ転用した土地に非農家世帯が転入し  

たことが推察される．こうした背景により，薪ス  

1g60196519701975198019851990199520002005 年  

栽培面積   

E≡＝コリンゴ L∠．∠」モモ   こ三：：；ヨブドウ ■■日本ナシ  

栽培農家数   

一心－リンゴ  ー｛モモ   丁ブドウ ∴ユ「 日本ナシ  

第1園 長野市における主要果樹の栽培面積と農  

家数の推移（1960－2005年）  
子▼i三：露地栽培の果樹に限定した．  

（農林襲センサスより作成）  
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範1東 泉野「いこおける人Iはよび世帯数の推移（196（ト2005年り  
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（国勢調教より作成）  

きた」，「農作物を分けてもらった」との回答があ／〕  

た，‡－1で指摘したとおり．これまで果樹戯家  

と薪ストーブ利川音のつながりがなかったことが  

示唆される．薪操供者と新ストープ利川音の良好  

な人間関係は．持続的な交流を保つうえで不吋欠  

なものといえよう．  

「継続的な交流への展開の状況」については，  

薪凄供者，薪ストープ利用者ともに60％山＝二が次  

年度以降も交流を継続すると回答し，モデル事業  

が救ノブにとって有川であったといえる．トーー・ガで．  

嘩墟簡f軋動よ新ストープ利川音と薪提供者の持続  

的な交流として．使用した新の灰を肥料として新  

揺快音に返還することを想定していたが，そうし  

た回答はなく環境管理課の予想に反する結果で  

あった㌣  

トーブを持っているが取樹栽培農家とはつながり  

がない粧′粁は，断を人手し難い状況にあったとい  

える．  

Ⅰ－2 モデル事業の実施と成果   

■軽業の開始に先l∑って，艮野市環境部環境管理  

課（以下，環境管軋耀）は2005年に住民の新ストー  

ブ利鞘状況を調杏した6J．爛墟管理課では以前か  

ら薪ストープの煉や臭いに対する苦情が寄せられ  

ており．薪ストープの利鞘者があることを把握L  

ていたというγ）．調督の結風 新の人手に苦労L  

ている住民の在flミが明らかとなり，事華の実行を  

支持するものとなった．この結果を正に事華開始  

初年度は「醇定技術囁システムモデル事業」（以1、＼  

モデル事業）が推進された．以卜ではモデル事業  

のアンケ岬卜結果から，重要と思われる一皮を紹介  

するか、   

節操供音の「モデル事常に参加しての感想」に  

は．「不鞘な木を燃やす手間が釦ナた」，「野焼き  

の憶を減らせた」．「勢宝や伐採作業の手間が省け  

た」といった環境管理課が想定する薪擢供者側に  

とっての利点が多く挙げられた また，「まきに  

因っている人の手助けが出来たと感じた」．「ユー  

ザーとの交流ができた」といった薪ストープ利用  

者との交流に喜びを感じた回答も挙げられてい  

る．他方．薪ストープ利欄者からは．「単産枝（ま  

き）を調達できたこと以外の効果」として．「他  

の農家を紹介してもらった」，「農家の方と交流で  

Ⅱ 制度設計と事業開始後の実績  

Ⅱ－1 事業の制度的枠組み   

長野市は1997年に「艮野市環境基本条例」を制  

定L．2000年に「長野市環境基本計画」を箪淀した．  

これをもとに．環境管理課では2005年に「長野「打  

地域新エネルギービジョン」を定め，「新エネル  

ギー導入施策」として4つのプロジェクトを掲げ  

た．「努1E桔・まきストープ活用推進単葉」は4  

つのプロジェクトのうちのひとつである．   

Ⅱ岬2で述べたモデル事業の成果を得て．2006  

年以降，本格的に「努窟枝・まきスト㌦プ清瀾推  
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合により，おおよそ勢走の時期に当たる2月上旬  

から4月下旬にかけて実際に取引を行う．原則と  

してユーザーが取引きできる薪提供者は1名であ  

るが，薪提供者は捷供できる新の量に合わせて複  

数のユーザーに捷供することができる．また，金  

品のやりとりは禁止されており，事業にかかる締  

費は事業担当者の人件費や郵送料等の跡接軽費の  

みとなっている．（訂環境管理課では．事業を通し  

て知り合いになった薪提供者とユーザーが．今後  

は事業を介さずにその関係を保っていくことを目  

指しているという．   

なお，「前売枝・まきストーブ清川推進事業」  

への申込者数は，2005年度モデル事業では新操快  

者60名・ユ｝ザー96名，2006年度は薪提供者106名・  

ユーザー93名，2007年度は薪操供者87審ち・ユーザー  

117名であった．  

Ⅱ－2 事業参加者の分布と利用実態   

2007年度「単産枝・まきストーブ活用推進黎  

業」に参加した新提供者とユーザーの分布を第3  

図に示した．新提供者は旧豊野町から旧長野市に  

かけておよそ株高500メートル以下に多く分布し  

ている．特に旧長野市の千曲川沿い，高速道路周  

辺，および西側の標高500メートル付近に多く見  

られる．一方，ユーザーは豊野駅から篠ノ井駅に  

かけてのJR線沿線および旧長野市西部の標高500  

メートルから1，000メートルにかけて分布してい  

る．特に北長野駅周辺，安茂盟駅周辺，篠ノ井駅  

周辺と旧長野市北西部（芋井付近）にユーザーの  

分布が集中しており，宅地化が進んでいる地域で  

もある．   

以下では，事業に参加した新提供者およびユー  

ザーへの聞き取りから，事業の実態を記述する．  

1）薪提供者の事例   

第2表は2007年度「単産枝・まきストーブ活用  

推進事業」に参加した薪提供者の提供樹種を示し  

たものである．表中のアルファベットは．薪提供  

者およびユーザーからの申込みを受けて環境管理  

課が割り振ったグループを示す．薪提供者として  

進事業」が行われることとなった．ここでは第2  

図に沿って事業内容を説明する．  

「勢定枝・まきストーブ活用推進事業」は，環  

境管理課が11月から12月にかけて市のホームペー  

ジ，広報誌（『広報ながの』），テレビ（「ふれあい  

ながの」，「戸隠ケーブルテレビ」），ラジオ（「FM  

ぜんこうじ」），門御所町の屋外大型ビジョン（信  

越放送「トイーゴビジョン」）での広告等と，農  

協（JAながの，JAグリーン長野）とその支所で  

のチラシの配布によって，事業の宣伝と申込み方  

法を提示することから始まる．申込みに先立って，  

12月上旬に事業内容の説明会が開催される．①こ  

れらを見た果樹農家（以下．節操快音）と，薪ス  

トーブ利用者（以下，ユーザー）はそれぞれ11月  

中旬から1月上旬にかけて郵送，FAXおよびE  

メールにて申込みを済ませ11日，環境管理課の事業  

担当者からの連絡を待つ．壇）事業担当者は申し込  

まれた新提供者とユーザーの情報をもとに，ユー  

ザー5名程度に対して薪提供者3名程度のグルー  

プを作り，1月下旬頃に節操供者にはユーザーの  

グループのリストを，ユーザーには節操快音のグ  

ループのリストを郵送，FAXまたはEメールの  

うち登録者が希望する手段で送付する．（卦送付さ  

れた情報をもとに，節操供者とユーザーはそれぞ  

れ希望に沿った相手に直接問い合わせ，作菜日や  

場所，畳など具体的な手順を決める．④双方の都  

第2図 長野市「勢定枝・まきストーブ活用推進  

事業」の概念図  
（長野市ホームページより転載）  
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第3図「煎定枝・まきストーブ清川推進肇磯」に参加した薪提供者とユーザーの分布（2007年度）  

（長野りf環境部環境管理課の資料より作成）  

は，リンゴ栽培農家が頼も多く，次いでモモ．ブ  

ドウであることが読み取れる．これらの薪提供符  

の分布をホしたものが第4L刈である．薪擢供者の  

分布に秩序は見られず．グループによるまとまり  

は確認できない 言い換えれば．ひと′ノのグルー  

プが持つ空間的範囲が広い  

【事例A］薪授供者のA代は、l・1家の13代＝にあ  

たり1950年の生まれである．農地由輯1haを付  

し．現在はコメ55孔リンゴ10孔 モモ5a．ブド  

ウ30aを栽培する．1945年噴から196（津牒までは  

稲作の他に養蚕と麦作を行っていたが．195（沖噴  

から養蚕と麦作の代わりにモモ，キュウリ，トマ  

ト サクランボの栽培を始めた．しかし，サクラ  

ンポは1968年頃．キュウリとトマトは1975年項止  

め．その代わりに当時常葉の高かったリンゴとブ  

ドウの栽培を始めたという．   

A代がー‾労定枝・薪ストープ活用推進事業」を  

知ったのは，2007年11月15日発行の「広報ながの」  

である．8本のリンゴの木を伐木するために申込  

みを行った．囁墳管理課から5名のユMザーを紹  

介されたが．すでに1名は別の節操供者から人手  

Lていたため，実際には4名のユーザーに薪を捉  
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第2表 薪提供者の提供樹種  

挺供樹穐  提供樹穐  

そグ）他  その他   リンゴ  モモ ブドウ その他  ンゴ  モモ  ブドウ その仙   

AI  
A2  

A3  
Bl  

週2  

B3  

CI  
C2  
C3  

DI  
D2  
D3  

EI  
E2  

E3  
E4  
FI  
F2  

F3  

GI  
Cr2 

C;3 

G4  
G5  
HI  

H2  
H3  

Il  
I2  
Ⅰ3  

JI  
J2  
J3  
KI  
K2  

K3  
LI  
L：2  
Lごj  

MI  
M2  
M3  

M
O
l
O
2
0
3
P
l
諾
Q
l
即
耶
R
l
鮎
鮎
S
l
朗
朗
T
l
m
誤
S
S
㌍
Ⅶ
誤
㈹
椚
m
㍊
Ⅵ
Ⅵ
Z
l
加
賀
皿
旭
慧
蛸
摘
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注1 アルファベットAからZは薪提供者のグループ分けを示す．  

往2 AAlからAA6はAからZのグループに分類されなかった節操快音を示す．  

柱3 ハイフンは提供樹種が不明であることをホす．  

（長野「打環境部環境管理課の資料より作成）  

供した．4名にはリンゴの幹を2本ずつ指定した．  

校務とし，幹の伐採，チェーンソーでのカット  

（長さ40cm）の作業はA氏もともに行った，4名  

はそれぞれ軽トラックに1台分ずつ持ち帰ったと  

いう．1965年頃までは，A氏宅にかまどやかまど  

風呂があったため，勢定枝や伐木を自家で利用し  

たが，それ以降は野焼きで灰にして果樹の根元に  

肥料として撒いたという．2008年は伐木を提供し  

たため，肥料は5袋（1袋20kg・800円）購入し，  

枝のみ灰にして撒いた．伐木を野焼きする労力と  

コストを踏まえると．肥料費は高くないという，  

【事例B］B氏は1920年の生まれで，分家Lた祖  

父の代から農業を続けており，現在は20aの稲作  

のみを行う．1945年頃までクワの栽培（蚕は育て  

なかった）と麦作を行ったが，採算が合わないこ  

とからクワの栽培と麦作をやめリンゴの栽培を妬  

めた．しかし，1996年B氏の定年退職を俄に出荷  

用リンゴの栽培をやめナ さらに1998年の区画整理  

事業によってB氏の農地であった現在の場所に住  

居を移した．これに伴い，自家用のリンゴ6本を  
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節4【刈「潮見叔・まきストーブ湘iJ推進事業」に参加した節操供者の分布（2007年度）  

汗1アルファベットAからZはグル帥プをホす．AAはグループに分類されていない緋拙供音  

を示す．  

汗2 一へ1からAA6は節3図♂）酢提供首の分布および節2衷に対応する．  

汗こう（J3とYlは同情雄封往昔であるため，Ylは図申に存在Lない．  

（長野市職場郎牒牒管理課の資料より作成）  

残して賊りは伐木したという．紅潮■‰では住宅が  

密根しており，リンゴの消億が小吋能になったこ  

ともリンゴ栽培の縮小につなが ′ノた．B氏が事業  

を知った祥締は定かではないが．リンゴ6本のう  

ち老木とな′Jた3本 けジ2本・ツガル1本）の  

ほか，ナシ・クリをそれぞれ1本ずつ伐木するた  

めに事業に参加した．環境管理課から4名のユー  

ザーを糾介され，うち2人に掟供した．伐木作業  

はユーザーが行ったという．  

2）ユーザーの事例   

節5図には，2007年唆「醇定植・まきストーブ  

活用推進事業」に参加Lたユーザーの分布をホし  

た．節操供者の場合とは異なり，ユーザーの分布  

にはグループごとのまとまりが確認できる．例え  

ば．A．E．JおよぴTは長野「‡沖心部に分布す  

る．すなわち．ひとつのグループが持つ空間的範  

脚が狭い．   

また，薪ストープの使周歴を環境管理課による  

モデル軍楽前のアンケートでみると，回答者35名  

のうち，薪ストープの利用年数1年未瀾が1軋  

1年以上3年未満が10名，3年以上5年未満が3  

名，5年以上ユ0年未満が10名，ユ0年以上が11名で  

あった．  

［事例C］c氏は1938年の生まれで稲里町に居宅  

を構える．1985年頃，建設業を営む知人に勧めら  

れたことに加えて，C夫妻が子どもの頃に感じた  

新ストープの温かさに懐かしさを覚え，新ストー  

プを購入Lた．市の事業に参加する以前は，知人  

からリンゴ，ブドウ．モモ，カキなどを薪として  

譲り受けており，購入はしなかった．薪ストープ  

ほ10月末噴から4月末頃まで使用し．直径18cm  

から20cmの薪を1日に平均して25本使用するた  

め，年間では軽トラックにおよそ10台分を必要と  

－93－   



第5図「努定枝・まきストーブ活用推進事業」に参加したユーザーの分布（2007年使）  

柱1 アルファベットAからZはグループを示す．  

柱2 AlからY5は窮3図のユーザーの分布に対応する．  

柱3 E5とZl．F5とYlおよびZ2，G2とY2．G4とY3，IlとZ3，P2とY4，S2とZ4はrifl”～疇であるため，  

YlからY4およびZlからZ4は図中に存在しない．  

（艮野市環境灘環境管理課の資料より作成）  

する（写寅1参照）．燃えカスからは木酢液を抽  

出し，防菌剤として畑にまく．薪ストープを稼働  

させている間は家全体が暖かいため，他の部屋で  

ストープを用いる必要がない．C家は薪ストープ  

の購入時期が早いことから，既に薪の入手先を確  

保しており経年的なやりとりがある．事業には，  

知人から入手する新の不足分を補うため20（）6年度  

と2007年度に参加した．今後は事菜を介さずに．  

知り合った薪提供者から薪を入手するという．  

［事例D］D氏は，住居の新築に合わせて2（）07年  

に薪ストーブを購入した．「広報ながの」で市の  

事業を知り2007年度に参加した．3軒の節操供者  

を紹介されたが，実際には取引を行わなかった．  

年間に使用する薪の量は軽トラックに4台から5  

台程であり，知人のリンゴ農家から譲り受ける．  

写真1 C家の側面に積まれた新  

（2008年5月撮影）  
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常に参加するか．軌】lj暗にて隣人する必繋がある．  

ユーザーは節操供者の状況に末：すiされ．必ずしも  

持続的な交流は成‾ぐたしないことが確認できた．2  

点＝としては，ユーザーは紹介された新提供者の  

うち填際に取引を行ってよいのは1軒のみと制限  

されていることから，事紫によりて人平した新だ  

けで年間の性川鼠を満たすことはできない．1‡であ  

る．このため次年度以潤も酢提供者てある農家と  

の関榛は保っていくが．別の打撲で斯を人手する  

必繋がある．   

以上のように．新捉供番およびユーザーの及ん  

にとって事業はイ川はものであり．持続的な変流  

が吋能であるが．その一一▲－リノで牒組も賊されている  

ことが明らかとなりた．しかモーながら，事業が長  

野■lljl刃の鹿家と市民との交流の槻会を操供するこ  

ととなりた点は軒賛である．  

不足分は薪ストーブ専門店で購入するという．  

［事例E］E代は2003年頃．防寒のために薪ストー  

ブを蛛人した．しかし年間を通してあま車使用し  

ておらず．使用する薪の巌も把撼Lていない．「鶉  

定枝・まきストーブ清川推進事儒」を存側Iせず，  

丈が緋を拭う業者から曙人する．薪の人下に苦ノL、  

していることも薪ストーブの利川崎閻に断簡を及  

ぼLていると考えられる．  

Ⅳ 事業の地域的意義と課題  

本尊ではⅡ，Ⅲを踏まえて長野‾lいこおける「舛  

定杖・まきストーブ溝川推進事灘」の度盛と湖題  

を考察する．   

■拝阻ま果樹の伐木・叫読叩）什紫畔減およぴイ】◆効  

利川等の点で以卜のような成果をあげた．1点Il  

は．A代やB代♂）ように代木・老木の処理を考え  

ていた薪提供音が，野焼きなどの一冊を省きユー  

ザーに捉供‖来た出である．特にA代は今後，伏  

木の際は′「【‖I畷機管理職から糾介されたユーザー  

に提供するため．再度申込みをすることは無いと  

いう．長野市がlけ旨す果樹農家と薪ストープ利川  

音との持続的な関係に最も木lけ欠な要素といえ  

る．2点‖は，C代のように事業に参加したユー  

ザーが．薪の不足分を補うことができたノ1－こである．  

きらに単葉の参加によって知り合いになった果樹  

農家からは午後も薪を得られる吋能怖がある，二う  

点日として，今【＝＝ま取引をしなかりたが新を隣人  

したD氏．および事業を存知せず薪の人狛こや1ニ嫁  

していたE氏など，事業にを加する可能性が高い  

薪ストMブ利用者・の存在である．事業がきらに公  

知されれば．事業参加者の増加および単発の展開  

の可能性が期待できる．   

一方で．課題も咤る．環境管坪課がri指す持続的  

な交流を鑑みたとき．A氏のように毎年は伐木が  

生じない農家，およびB氏のように果樹純増の縮  

小のために事業を利用Lた薪提供者の紹介せ受け  

たユーザーは．次年度以降も薪の確搬のために串  

Ⅴ おわりに  

本稿では長野＝‖二よるl‾醇定枝・まきストープ  

活用推進軍機」を取りトげ．薪の提供者（果樹殿  

家）と軒の利川抒（飾ストープユーザー）に聞き  

取り．渦付を一夫施することで．その地域的恩義を検  

討Lてきた．   

新ストープは．資源の有効利川としても．C（〕ご  

排出騒がわ油と比べて低いことからも．環境に配  

感L丹暖房器英といえる．しかし蹄ストープの浄  

及には燃料の確保および燃料源の持続的な供給が  

必要となる．さらに健やにおいの処理，煙突の安  

竹一生など「渦囲への配勝と確かな管理が要求され  

る，しかしながら薪ストープが今後普及すれば，  

かつて燃料生産地域として薪を供給した地域の里  

山を祷統的に利川することができる吋能性があ  

る．さらに循環型社会を構築する上で．農家と市  

民との交流の掩会の飢r・tiは，他地域に寄与すると  

ころが人きく．艮野市の事某は評価されるべきも  

のといえよう．  
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本棚兜の現地調査に際して，長野市環境部環境管理課主事の原Ll」患徳様には，資料のご捉供．聞き取  

り調査のご協力をはじめ，大変お世話になりました．また．社団法人長野市農業公社常務理事兼事務場  

長の町田良夫様，JAながの代表理事組合長の野池 浦様には突然の訪問にもかかわらず，快く資料のご  

提供および聞き取り調査のご協力をいただきました．さらに「勢窟枝・まきストーブ活用推進事業」に  

参加された住民の皆さま，および新ストーブ店・燃料店を営む店主の皆さまには貴重なお話を賜りました．  

本稿の作成にあたっては，手塚 率先生をはじめとする筑波大学生命環境科学研究科の先生方からご指  

導を賜りました．末筆ながら，記して厚く御礼申し上げます．  

【注］  

1）2007年［ヨ本地理学会春季大会シンポジウム「時系列地理情報を使った景観変化の研究－その展開と  

可能性」（オーガナイザー：小林 茂）．  

2）持続可能性（サステイナビリテイ）については，1980年の「世界保全戦略」で揺咽された「持続可   

能な開発」が初出とされる，さらに「持続可能な開発」は．「現場と関与削二関する付世粁委員会」の戯   

終報告番（1987年発行）で中心的な理念とされ，持続可能性の概念が流布した．  

3）循環型社会は「持続可能な開発」の理念に影響を受け，「塀墳基本法」（1993年制定）を血こ20（）（）隼  

に削克された「循環型社会形成推進基本法」に川いられた概念である．地理′判二おいては廃棄物に  

関する研究と，都け・藤村論の研究において循環型社会の概念が川いられることがある 

4）術環型社会に向けての行政の具体的な取り組みに着日した研究としては，社会学の止揚から杉本   

（2000），塚本（2004）などがある．  

5）なお，JAながの編（2008）およびJAグリーンながの術（2008）によれば，2008年現在，長野ポの   

東都を管輸するJAながの組合員のうちリンゴの生産部会加入者は1，998札内部を管轄するJAグリー  

ン長野ではL618幸一であり，この合計値は2005年における長野市のリンゴ栽培農家数とほぼ一一致する．  

6）長野市「まきストーブアンケート調査結果報告」を参照した．  

7）侶過敏1ヨ新聞（2008年3月18日版）には，新ストーブの利用者に周辺住民への配慮を促す記事が掲  

載された．  

8）長野市「平成17年度 勢走枝循環システムモデル事業アンケート結果」を参照した．  

9）『デイリータウンページ 長野県北倍版』によれば2007年6月現在長野11封こは4軒の暖炉用機儲席と  

6軒の薪炭店が存在する．暖炉用機器店によれば，現在，新としてナラ，ブナ，サクラなどを扱っ   

ており（1束（5～10kg）500円程度），ナラを騨人する客が多い．薪ストープは30万円から150ガ‖  

程度で，特に東京から軽井沢に移り住んだ客が碑人するケースが多いという．  

10）申込みに際して，薪捷供者は果樹の種類，果樹園の面司乳提供する木の状態・本数引き取り希望時期を，  

ユーザーは努定枝・伐木の希望，小枝の収集希望を記入する．  

［文 献］  

JAながの編（2008）：『第17回 通常総代会資料 私たちの協同活動』ながの農業協同観合．  

JAグリーン長野縮（200朗‥『第15回 通常総代会資料 協同晴動の成果と目標』グリーン艮野農潔協同  

組合．  

杉本久末子（2000）：リサイクル型地域社会づくりの町能性と限界一束都府木津町の耽り観みを事例とし  

て－．ソシオロジ，44（3），21－37．  

総合研究開発機構・植田和弘編（2000）：『循環型社会の先進空間一新しい日本を示唆する中山間地域－』  

農山漁村文化協会．  

武内和彦・鷺谷いづみ・恒川篤史蘭（2001）：『里山の環境学』東京大学出版会．  

塚本薄弘（2004）：市民と行政との「協働」による資源循環型地域づくりと新しい「公共圏」一計古屋市  

における環境運動体を中心とした取り組みの事例分析－．愛知大学綜合郷土研究所紀要．49，ト17．  
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長野県編（1979）：『長野県果樹私達史』長野県 

上長野lけ環埴部将墳幣f軋滞舶（2（）05）‥訂】長野lいぬ城新エネルギービジョン概要版』長明常．  

長野IIjl莱境部将墳管理課髄（2006巨『長野IIJ環境展本計画後期紬職長野鼠  

楠本咄／・（2（）07）：近代における大悦火の射ヒ一人原と八潮の比較を過して岬．交通史研究．63，29－51 

（2008年11fJ28f】′受理）  
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